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神
戸
法
学
雑
誌
第
五
五
巻
第
三
号
二

O
O
五
年
十
二
月

異
称
日
本
伝
注
釈
(
宋
書
編
)

蓮

芦文
ιコ

介

沼

異称日本伝注釈(宋書編)

異
称
日
本
伝
に
宋
書
か
ら
引
用
す
る
箇
所
が
あ
る
。
今
本
文
を
訓
点
を
付
し
た
漢
文
の
文
体
で
引
用
し
、
松
下
見
林
の
付
し
た
注
を

読
み
下
し
文
の
形
で
引
用
し
よ
う
。

禾
会
同
九
十
右
列
待
第
五
十
七
失
費

沈
'
幼
w

-
層
水
-
初
二
年
諮
休
明

一
元
暴
二
年
讃
ス
等
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費
動
物
官
持
者
祥
一
松
一
赤
本
韓
来
韓
六
同
諸
軍
事
安
来
大
強
制
寧
修

図
五
天
災
除
資
格
除
到
来
越
川
寧
参
同
玉
一
珍
え
火
除
時
的
V
形
等

士
二
人
劃
・
・
骨
恥
伊
藤
倉
竿
聯
恥
向
精
宅
競
wmj此
表
一
十
字
惨
鴎
五

加
一
晃
狭
山
本
勢
得
格
局
穿
束
婿
.
宰
修
一
同
玉
一
二
十
へ
告
ブ
加
一
夜
空
舟

都
替
検
動
隊
枠
伊
那
・
ル
一
薙
秦
韓
合
本
韓
ム
ハ
一
因
諸
家
主
安
東
婿
軍
少

武
夫
-
底
抗
与
一
千
三
人
写
本
憾
の
久
世
J
A

・
'
典
易
生
見
私
企
聴
太

明
六
年
協
同
修
王
山
支
----EFR宋
f
載
J

ぬ
作
拡
何
千
波
一
一
軒
化
財
乎
及
本

体
仇
葉
職
新
風
造
業
宜
天
爵
畿
内
天
安
来
品
川
軍
一
徐
鴎

i
輿
死
ず
ノ
式

ム
ム
宵
私
一
枚
持
一
飾
郡
脊
務
官
済
新
羅
伊
那
-
加
同
業
韓
慕
韓
七
鴎

諸
手
事
安
本
犬
滑
宰
修
鴎
γ

ム
一
渡
常
兵
明
二
年
建
一
矢
上
ー
九
日
靖

国
一
隻
レ
必
宅
会
官
議
事
官
設
双
山
会
J

春九
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今
按
ズ
ル
ニ
永
初
元
嘉
ハ
本
朝
允
恭
天
皇
ノ
時
ニ
嘗
タ
ル
。
大
明
昇
明
ハ
嘗
ニ
雄
略
天
皇
ノ
時
ニ
嘗
タ
ル
。
讃
ハ
履
中
天
皇
ノ
諒
去

来
穂
別
(
イ
サ
ホ
ワ
ケ
)
ノ
訓
ヲ
略
ス
。
珍
ハ
反
正
天
皇
ノ
詳
瑞
歯
別
(
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
)
瑞
(
ミ
ツ
)
ト
珍
ト
字
形
似
タ
リ
。
故

ニ
詑
テ
珍
ト
日
。
済
ハ
允
恭
天
皇
ノ
詳
雄
朝
津
間
稚
子
(
ヲ
ア
サ
ツ
マ
ワ
ク
コ
)
済
ト
津
ト
字
形
似
タ
リ
。
故
ニ
詑
テ
之
ヲ
栴
ス
。

軍
郡
ハ
文
献
通
考
ニ
職
ニ
作
ル
。
興
ハ
安
康
天
皇
ノ
詳
説
テ
興
ト
書
ス
。
武
ハ
雄
略
天
皇
ノ
誇
大
泊
瀬
幼
武

穴
穂

之
ヲ

略
ス
。

55巻3号

允
恭
天
皇
の
元
年
は
、
日
本
書
紀
の
紀
年
に
よ
れ
ば
西
暦
の
四
一
一
年
に
換
算
さ
れ
る
壬
子
の
年
で
あ
り
、
そ
の
崩
年
で
あ
る
允
恭

天
皇
の
四
二
年
は
西
暦
の
四
五
三
年
に
換
算
さ
れ
る
笑
巳
の
年
に
当
た
る
が
、
実
年
代
で
は
雄
朝
津
間
の
大
王
の
元
年
は
西
暦
に
換
算

す
れ
ば
四
三
九
春
年
に
当
た
る
己
卯
の
年
で
あ
り
、
そ
の
崩
年
は
四
六

O
春
年
に
当
た
る
庚
子
の
年
で
あ
る
と
推
算
さ
れ
る
。
従
っ
て

ロ志雑

西
暦
で
は
四
二

O
年
に
換
算
さ
れ
る
永
初
元
年
は
実
年
代
で
は
大
雀
の
大
王
の
十
七
年
と
十
八
年
に
当
た
る
庚
申
年
で
あ
り
、
永
初
二

年
は
西
暦
で
は
四
二
一
年
に
換
算
さ
れ
る
大
雀
の
大
王
の
十
九
年
と
二
十
年
に
当
た
る
辛
酉
年
で
あ
る
と
推
算
さ
れ
る
。
ま
た
、
西
暦

で
は
四
二
四
年
に
換
算
さ
れ
る
元
嘉
元
年
は
大
雀
の
大
王
の
二
七
年
と
二
八
年
の
甲
子
年
に
推
算
さ
れ
る
。
雄
朝
津
間
の
大
王
の
元
年

で
あ
る
己
卯
の
年
は
元
嘉
十
六
年
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

雄
略
天
皇
の
元
年
は
、
日
本
書
紀
の
紀
年
に
よ
れ
ば
西
暦
の
四
五
六
年
に
換
算
さ
れ
る
丁
酉
の
年
で
あ
り
、
そ
の
崩
年
で
あ
る
雄
略

天
皇
の
二
三
年
は
西
暦
の
四
七
九
年
に
換
算
さ
れ
る
己
未
の
年
に
当
た
る
が
、
実
年
代
で
は
若
建
大
王
の
元
年
は
西
暦
で
は
四
六
二
年

;u4 

ナ法戸神

に
換
算
さ
れ
る
壬
寅
の
年
で
あ
り
、
崩
年
に
当
た
る
若
建
大
王
の
二
三
年
は
西
暦
で
は
四
八
四
年
に
換
算
さ
れ
る
笑
亥
年
で
あ
る
と
推

算
さ
れ
る
。
従
っ
て
西
暦
で
は
四
五
七
年
に
換
算
さ
れ
る
劉
宋
の
大
明
元
年
は
い
ま
だ
雄
朝
津
間
の
大
王
の
三
六
年
と
三
七
年
の
丁
酉

年
に
当
た
る
が
、
西
暦
で
は
四
六
二
年
に
換
算
さ
れ
る
大
明
六
年
は
既
に
穴
穂
王
の
三
年
で
あ
り
、
若
建
大
王
の
元
年
で
も
あ
る
。

西
暦
で
は
四
七
七
年
に
換
算
さ
れ
る
昇
明
元
年
の
丁
巳
年
は
若
建
大
王
の
十
五
年
に
当
た
る
。
西
暦
で
は
四
七
八
年
に
換
算
さ
れ
る



昇
明
二
年
の
戊
午
年
は
若
建
大
王
の
十
六
年
に
当
た
る
計
算
と
な
る
。

と
も
あ
れ
松
下
見
林
は
倭
国
王
「
済
」
は
雄
朝
津
間
の
大
王
で
あ
り
、
倭
国
王
「
武
」
は
幼
武
と
も
書
く
こ
と
の
あ
る
若
建
の
大
王

で
あ
る
と
確
信
で
き
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
二
人
の
比
定
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
二
人
の
聞
に
使
節
を
派
遣
し
た
倭
国
王
「
興
」
が
穴
穂

王
で
あ
る
こ
と
も
極
く
簡
単
に
推
測
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
は
倭
国
王
「
珍
」
が
瑞
歯
別
の
大
王
と
す
れ
ば
、
そ
の
兄
で
あ
る

「
讃
」
は
ほ
ぼ
自
動
的
に
去
来
穂
別
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
倭
国
王
の
比
定
が
片
付
い
て
し
ま
え
ば
、
字
形
の
類
似

や
和
名
の
音
当
て
に
よ
る
倭
王
名
の
解
釈
は
既
に
簡
単
か
つ
容
易
で
あ
る
。

異称日本伝注釈(宋書編)

松
下
見
林
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
問
題
は
、
ど
う
し
て
宋
書
の
記
録
と
日
本
書
紀
に
見
え
る
天
皇
の
在
位
年
月
が
完
全
に
は
符
合
し
な

い
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

古
事
記
の
分
注
に
伝
わ
る
崩
御
年
の
干
支
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
異
伝
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
容
易
に
成
立
す

る
。
果
た
し
て
松
下
見
林
が
古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
や
中
国
側
の
干
支
年
の
記
録
を
日
本
書
紀
の
紀
年
と
は
異
な
る

異
本
に
基
づ
く
記
事
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

松
下
見
林
は
こ
の
点
に
は
深
入
り
せ
ず
に
済
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

日
本
書
紀
の
紀
年
よ
り
も
古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
の
方
が
信
用
度
が
高
い
と
い
う
見
方
を
打
ち
出
し
た
の
は
菅
政

友
や
星
野
恒
や
吉
田
東
吾
で
あ
る
。
菅
政
友
は
古
事
記
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
か
ら
実
年
代
を
次
の
様
に
推
定
し
た
。

応
神
天
皇

甲
午

ー
三
九
四

仁
徳
天
皇

履
中
天
皇

永
初

二
(
四
二
一
)
年

元
嘉
二
(
四
二
五
)
年

三
九
五
i
四
二
七

丁
卯

四
二
八

1
四
三
二

一
冗
宣
加

七
(
四
三
O
)
年

壬
申

49 

元
嘉
一
五
(
四
三
八
)
年

反
正
天
皇

丁
丑

四
三
三

1
四
三
七

つ
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允
恭
天
皇

四
三
八

1
四
五
四

甲
午

元
嘉
二
八
(
四
五
二
年

安
康
天
皇

雄
略
天
皇

大
明

ワ

六
(
四
六
二
)
年

四
五
五
1ー
四
八
九

二
(
四
七
八
)
年

建
元
元
(
四
七
九
)
年

己
巳

昇
明

55巻3号

但
し
崩
年
干
支
に
基
づ
く
推
定
に
は
限
界
が
発
生
す
る
。
崩
年
干
支
に
基
づ
く
推
定
で
は
ど
う
し
て
も
倭
国
王
「
珍
」
の
使
節
派
遣

の
年
が
瑞
歯
別
の
大
王
の
治
世
年
中
に
収
ま
ら
ず
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
一
年
ほ
ど
外
れ
て
し
ま
う
。
丁
丑
年
は
西
暦
で
は
四
三
七
年

に
換
算
さ
れ
る
か
ら
、
四
三
八
年
に
は
既
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
倭
国
王
「
済
」
の
死
去
し
た
と
さ
れ

ロ志

る
西
暦
で
は
四
五
四
年
に
換
算
さ
れ
る
甲
午
年
か
ら
、
次
の
「
世
子
興
」
の
朝
貢
し
た
大
明
六
(
四
六
二
)
年
の
壬
寅
年
ま
で
に
は
八

年
も
の
空
白
が
発
生
し
て
在
位
年
数
が
三
年
し
か
な
い
と
い
う
穴
穂
王
の
朝
貢
と
し
て
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
免
れ

な
い
。
崩
年
干
支
に
基
づ
く
推
定
に
は
難
問
が
二
つ
発
生
す
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。

水
野
祐
は
崩
年
干
支
が
持
つ
史
料
と
し
て
の
価
値
を
更
に
強
調
す
る
学
説
を
提
唱
し
た
。
崩
年
干
支
こ
そ
天
皇
の
実
在
し
た
決
定
的

な
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
が
水
野
説
の
核
心
で
あ
っ
た
。
水
野
祐
は
日
本
書
紀
の
紀
年
よ
り
も
古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
年
干
支
の
方

が
信
用
度
が
高
い
と
い
う
見
方
に
深
入
り
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
崩
年
干
支
に
基
づ
く
推
定
の
限
界
も
増
幅
さ
れ
拡
大
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
崩
年
干
支
に
基
づ
く
推
定
で
は
ど
う
し
て
も
倭
国
王
「
珍
」
の
使
節
派
遣
の
年
が
瑞
歯
別
の
大
王
の
治
世
年
中
に
収

ま
ら
ず
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
一
年
ほ
ど
外
れ
て
し
ま
う
。
丁
丑
年
は
西
暦
で
は
四
三
七
年
に
換
算
さ
れ
る
か
ら
、
四
三
八
年
に
は
既

雑
;>>L. 

ナ法戸神

に
死
去
し
て
い
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
水
野
祐
は
、
こ
こ
で
允
恭
天
皇
の
死
去
年
を
西
暦
で
は
四
三
八
年
に
換
算
さ
れ
る
戊

寅
年
ま
で
繰
り
下
げ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ご
都
合
主
義
の
史
料
解
釈
に
走
る
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
水
野
祐
が
絶
大
な
価
値

を
置
い
た
崩
年
干
支
が
持
つ
史
料
と
し
て
の
価
値
に
対
す
る
疑
念
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
水
野
祐
の
拠
っ
て
立
つ
足
場
そ
の
も
の
が
動

揺
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。



古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
と
は
ど
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
の
か
と
い
う
史
料
批
判
が
不
足
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

津
田
左
右
吉
は
ど
の
よ
う
な
見
方
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
新
研
究
」
で
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
古
事
記
に
は
紀
年
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゐ
な
い
が
、
分
註
と
し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
天
皇
の
崩
御
の
年
の
干
支
と
月
日
と
が
見
え

異称日本伝注釈(宋書編)

る
。
こ
れ
は
書
紀
と
は
殆
ど
全
く
違
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
分
書
紀
に
於
い
て
紀
年
の
定
め
ら
れ
た
前
に
、
同
じ
企
て
同
じ
試

み
が
何
人
か
の
手
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
、
其
の
名
残
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」

水
野
祐
の
見
方
を
確
認
し
て
置
こ
う
。
太
安
万
侶
が
日
本
書
紀
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
古
い
記
録
を
惜
し
ん
で
、
分
注
に
残
し

た
。
そ
の
手
元
に
は
一
五
人
の
天
皇
だ
け
か
ら
な
る
古
い
帝
王
本
紀
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
水
野
祐
の
見
方
で
は
古
い
記
録
と
そ

れ
に
基
づ
い
て
編
者
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
年
譜
と
の
関
連
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
な
い
。
水
野
祐
の
見
方
に
は
史
料
批
判
が
不
足
し

て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
書
紀
の
紀
年
の
編
成
と
同
じ
類
い
の
企
て
試
み
が
、
津
田
左
右
吉
も
指
摘
す
る
様
に
、
以
前
に

も
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
上
で
、
そ
の
企
て
や
試
み
を
ま
ず
再
現
し
て
、
更
に
そ
れ
を
踏
ま
え
て
そ
う
し
た
企
て
や
試
み
に
活
用
さ
れ
た

古
い
伝
承
や
記
録
の
復
元
を
試
み
る
と
い
う
操
作
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
太
安
万
侶
は
日
本
書
紀
の
編
集
に
も
参
加
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
企
て
や
試
み
は
日
本
書
紀
の
編
集
の
途
上
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
公
算
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

51 

だ
が
水
野
祐
の
見
方
で
は
古
い
帝
紀
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
の
か
、
古
い
伝
承
や
記
録
が
形
を
変
え
て
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
必
ず

し
も
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
書
紀
に
は
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
の
双
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
謎
を
解

く
鍵
と
な
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
古
い
部
分
の
記
録
や
伝
承
に
は
干
支
年
の
形
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
公
算
が
高
い
と
い
う
推
定
が

成
り
立
つ
。
古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
は
、
允
恭
天
皇
よ
り
前
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
古
い
記
録
そ
の
ま
ま
で
は
な
く

て
、
古
い
記
録
を
何
者
か
が
編
集
し
直
し
た
産
物
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

高
城
修
三
が
新
し
い
見
方
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
は
、
古
い
記
録
そ
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
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い
。
編
者
の
手
を
経
た
加
工
物
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ま
ず
加
工
物
を
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
儀
鳳
暦
と
元
嘉
暦
と
が
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
崩
御
年
の
干
支
と
い
う
記
録
に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
元
嘉
暦
な
ど
の
実
際
に
用
い
ら
れ

た
暦
法
に
よ
る
暦
日
が
一
部
は
残
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
暦
法
以
前
の
伝
承
が
書
き
留
め
ら
れ
、
や
が
て
編
集
の
必
要
に
応

え
る
た
め
に
干
支
を
用
い
た
年
譜
の
形
に
纏
め
ら
れ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
古
記
録
は
日
本
書
紀
の
編
集
の
途
上

で
紀
年
編
集
の
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
日
本
書
紀
に
は
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
太
安
万

侶
が
そ
れ
を
惜
し
ん
で
古
事
記
の
分
注
に
書
き
残
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
独
創
と
い
っ
て
も
い
い
高
城
修
三
の
新
し
さ
は
こ
う
し

た
発
想
に
求
め
ら
れ
る
。

55巻3号

高
城
修
三
の
試
み
を
分
か
り
ゃ
す
い
形
に
纏
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ロ志

古
事
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
の
う
ち
允
恭
以
前
の
部
分
は
、
古
い
伝
承
や
そ
の
記
録
を
用
い
て
日
本
書
紀
の
編
者
が
作

雑

成
し
た
年
表
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
年
表
の
元
年
は
神
功
皇
后
の
元
年
に
当
た
る
甲
子
年
と
重
な
る
の
で
、
こ
の
年
表
を
神
功
皇
后
年

紀
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
神
功
皇
后
年
紀
は
次
の
手
順
を
踏
め
ば
復
元
さ
れ
る
。
神
功
皇
后
紀
に
含
ま
れ
る
虚
構
年
一
八
年
を
減
算

し
、
応
神
紀
と
仁
徳
紀
の
聞
に
空
位
年
六
年
を
加
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
古
事
記
に
見
え
る
崩
年
の
干
支
に
大
印
を
付
し
た
。
※
は
不

出4

ナ法戸

合
を
示
す
。

神

成
務

乙
卯
(
八
年
前
)

乙
卯
(
八
年
前
)

壬
戊
(
一
年
前
)

大

月月

年

"* 

仲
哀

元
年

J¥ 
年

崩
年

応、
神

誕
生
年

発
亥
(
起
算
年
)

神
功

元
年

甲
子
(
一
年
目
)
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五
一
年

崩
年

甲
寅
(
五
一
年
目
)

十
虚
構
年
一
八
年
H

六
九
年

甲
寅
(
五
一
年
目
)

応、
神四

一
年

空
位

仁
徳八

七
年

履
中六
年

反
正五
年

允
恭四
二
年

:TG 
年一O
年
二
年

崩
年
六
年

:TG 
年
二
三
年

二
四
年

八
三
年

八
四
年

崩
年
元
年

月周

年
冗
年
崩
年
元
年

月月

年

発
亥
(
六
O
年
目
)

甲
子
(
六
一
年
目
)

甲
午
(
九
一
年
目
)

辛
丑
(
九
八
年
目
)

笑
亥
(
一
二
O
年
目
)

甲
子
(
一
一
一
一
年
目
)

笑
亥
(
一
八
O
年
目
)

甲
子
(
一
八
一
年
目
)

丁
卯
(
一
八
四
年
目
)

丁
卯
(
一
八
四
年
目
)

壬
申
(
一
八
九
年
目
)

発
西
(
一
九
O
年
目
)

丁
丑
(
一
九
四
年
目
)

丁
丑
(
一
九
四
年
目
)

戊
午
(
二
三
五
年
目
)

大* * * 
※ 
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木
梨
軽

安
康三
年

元
年
元
年

月月

年

己
未
(
二
三
六
年
目
)

庚
申
(
二
三
七
年
目
)

壬
戊
(
二
三
九
年
目
)

55巻3号

実
年
代
へ
写
像
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
応
神
即
位
年
を
三
六
八
春
年
と
見
定
め
る
。
更
に
仁
徳
の
治
世
年
数
で
あ
る
八
七
年
を

分
割
し
て
、
二
人
の
大
王
の
在
位
年
数
で
あ
る
三
八
年
と
四
九
年
に
振
り
分
け
る
。

神
功
皇
后
年
紀
の
う
ち
神
功
皇
后
紀
四
三
年
以
降
が
、
実
年
代
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
実
年
代
は
三
六
四
春
年
の
甲
子

年
か
ら
始
ま
る
。

ロ志雑

応
神

;=. 
ザー

神
功

法戸神

五
一
年

誕
生
年

元
年

四
三
年

四
七
年

月月

年

己
亥
(
起
算
年
)

甲
子
(
一
年
目
)

丙
午
(
四
三
年
目
)

庚
成
(
四
七
年
目
)

甲
寅
(
五
一
年
目
)

応
神
(
旨
) +
虚
構
年
一
八
年
目
六
九
年

元
年
甲
寅
(
五
一
年
目
)

四
一
年

応
神
H

仁
徳

山朋年
元
年

甲
午
(
九
一
年
目
)

乙
未
(
九
二
年
目
)

三
四
二
秋
年

三
四
三
春
年

三
六
四
春
年

三
六
六
春
年

三
六
八
春
年

三
六
八
春
年

三
八
八
春
年

三
八
八
秋
年

壬
寅
発
卯

甲
子
丙
寅
戊
辰

戊
辰
戊
子
戊
子



(
誉
田
別
)

三
八
年
空
位

仁
徳四
九
年

履
中
年

異称日本伝注釈(宋書編)

反
正五
年

允
恭四
二
年

木
梨
軽

安
康三

年

年
月月

年
六
年
元
年

月月

年
元
年
崩
年
元
年

月月

年
元
年

月月

年
元
年
元
年
二
年
崩
年

庚
子
(
九
七
年
目
)

壬
申
(
一
二
九
年
目
)

己
卯
(
一
三
六
年
目
)

丁
卯
(
一
八
四
年
目
)

丁
卯
(
一
八
四
年
目
)

壬
申
(
一
八
九
年
目
)

発
酉
(
一
九
O
年
目
)

丁
丑
(
一
九
四
年
目
)

丁
丑
(
一
九
四
年
目
)

戊
午
(
二
三
五
年
目
)

己
未
(
二
三
六
年
目

庚
申
(
二
三
七
年
目
)

辛
酉
(
二
三
八
年
目
)

壬
戊
(
二
三
九
年
目
)

三
九
一
春
年

四
O
七
春
年

四一

O
秋
年

四
三
四
秋
年

四
三
四
秋
年

四
三
七
春
年

四
三
七
秋
年

四
三
九
秋
年

四
三
九
秋
年

四
六
O
春
年

四
六
O
秋
年

四
六
一
春
年

四
六
一
秋
年

四
六
二
(
春
)
年

丁辛
未卯

庚
戊
甲
戊
甲
戊
丁
丑
丁
丑
己
卯
己
卯
庚
子
庚
子
辛
丑
辛
丑
壬
寅

倭
の
五
王
と
対
照
し
て
実
年
代
の
推
計
が
示
す
的
確
度
を
確
認
し
て
置
予
」
う
。

55 

応
神

甲
午

三
六
八
i
三
八
八

泰
和
四
(
三
六
九
)
年



56 

応
神
H

仁
徳

三
八
人

1
四
O
七

永
楽
元
(
三
九
二
年
の
辛
卯
年

大
雀

永
初
二
(
四
二
二
年

元
宣
加
七

(
四
三

O
)
年

元
嘉
二
(
四
二
五
)
年

丁
卯

四
一

0
1
四
三
四

伊
邪
本
和
気

水
歯
別

男
浅
津
間

壬
申

四
三
四

1
四
三
七

丁
丑

四
三
七

1
四
三
九

一
冗
草
加
一
五

(
四
三
八
)
年

元
宣
加
二
八

甲
午

(
四
四
三
)
年

(
四
五
二
年

四
三
九

1
四
六
O

一克宣加二

O

55巻3号

穴
穂

大
明
六
(
四
六
二
)
年

四
六
一
(
)
四
六

四
六
二

1
四
八
四

己
巳

昇
明
二
(
四
七
八
)
年

建
元
元
(
四
七
九
)
年

若
建
自
主霊主主
万ξ

四
八
五

1
四
八
九

ロ志雑

推
計
の
結
果
と
倭
の
五
王
の
活
動
年
代
は
完
全
に
一
致
す
る
。
倭
国
王
で
あ
る
「
讃
」
が
大
雀
の
大
王
で
あ
る
こ
と
は
こ
う
し
て
見

れ
ば
明
白
で
あ
る
。
ま
た
倭
国
王
「
珍
」
が
瑞
歯
別
の
大
王
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
大
雀
だ
け
で
な
く
水
歯
別
も
ま
た
品
陀

和
気
の
子
供
で
あ
り
、
母
親
こ
そ
違
え
、
二
人
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
は
別
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
倭
国
王
「
興
」
が
穴
穂
王
で
あ
り
、

出L，.

ナ法戸

倭
国
王
「
武
」
が
若
建
の
大
王
で
あ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
口
若
建
は
幼
武
と
い
う
実
名
に
加
え
て
倭
の
武
王
と
い
う
中
国
名
を
勝
手

神

に
名
乗
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
爵
号
に
つ
い
て
も
勝
手
に
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
は
明
々
白
々
た
る
事
実
で
あ
る
。

神
功
皇
后
年
紀
に
は
含
ま
れ
な
い
残
さ
れ
た
崩
御
年
の
干
支
に
つ
い
て
点
検
を
加
え
て
置
く
。

崩
御
年
の
干
支
の
中
に
は
実
年
代
を
示
す
干
支
年
の
記
録
が
伝
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

ま
ず
「
戊
寅
十
二
月
」
が
あ
る
。
西
暦
で
は
三
一
八
秋
年
と
推
定
さ
れ
る
。
崇
神
王
朝
に
つ
い
て
は
御
真
木
入
日
子
の
崩
御
年
だ
け

は
実
年
代
を
示
す
古
記
録
が
、
言
い
か
え
れ
ば
鉄
剣
や
銅
鏡
の
銘
文
か
竹
簡
や
木
簡
の
文
字
が
、
残
存
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
元
嘉
暦
の
施
行
さ
れ
た
時
代
に
当
た
る
崩
御
年
の
干
支
を
以
下
に
書
き
出
し
て
置
く
。



男
浅
津
間

甲
午
年

若
建

己
巳
年

衰
本
梓

丁
未
年

金
日

乙
卯
年

玉
敷

甲
辰
年

豊
日

丁
未
年

若
雀

壬
子
年
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炊
屋
比
責

戊
子
年

正
月
十
五
日
崩

)¥ 
月

九
日
崩
也

四
月

九
日
崩
也

三
月
十
三
日
崩
也

四
月

六
日
崩

四
月
十
五
日
崩

十
一
月
十
三
日
崩
也

三
月
十
五
日
突
丑
崩

右
か
ら
順
番
に
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
甲
午
年
で
あ
る
。
西
暦
で
は
四
五
四
年
に
換
算
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
書
紀
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
元
嘉
暦
の
暦
日
で
あ
る

安
康
紀
三
年
に
当
た
る
西
暦
で
は
四
五
六
年
に
換
算
さ
れ
る
丙
申
年
よ
り
二
年
前
の
干
支
年
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
穴
穂
王
の
死
去
年
よ

り
二
年
前
に
男
浅
津
間
の
大
王
が
死
去
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
た
め
、
逆
算
し
て
割
り
出
し
た
数
字
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
。
日
本
書
紀
を
編
集
す
る
途
中
で
推
計
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
己
巳
年
で
あ
る
。
西
暦
で
は
四
八
九
年
に
換
算
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
若
建
の
大
王
で
は
な
く
て
白
髪
王
の
死
去
年
で
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
或
い
は
己
未
年
の
未
日
ミ
が
十
二
支
の
巳
U

ミ
と
書
き
間
違
え
ら
れ
た
可
能
性
も
無
く
は
無
い
。
こ
の
場
合
に
は
己
未

年
の
誤
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
己
未
年
は
西
暦
で
は
四
七
九
年
に
換
算
さ
れ
る
が
、
日
本
書
紀
に
拠
れ
ば
若
建
の
大
王
の
死
去
し
た

年
で
あ
る
。

57 

次
は
丁
未
年
。
西
暦
で
は
五
三

O
年
に
換
算
さ
れ
る
衷
本
梓
の
王
の
一
二
年
が
三
年
分
繰
り
上
が
っ
た
年
で
あ
る
。
哀
本
梓
の
王
の



58 

一
二
年
に
は
磐
井
の
反
乱
が
始
ま
っ
て
お
り
、
哀
本
梓
の
王
は
お
そ
ら
く
は
戦
闘
に
お
い
て
深
手
を
負
い
、
瀕
死
の
状
態
に
ま
で
追
い

込
ま
れ
、
死
亡
説
が
流
れ
た
た
め
発
生
し
た
伝
承
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
日
本
書
紀
の
編
集
の
途
中
に
、
衰
本
梓
の
王
の
二
五
年
が

西
暦
で
は
五
三
四
年
に
当
た
る
甲
寅
年
か
ら
西
暦
で
は
五
二
二
年
に
当
た
る
辛
亥
年
に
ま
で
繰
り
上
げ
ら
れ
た
結
果
、
衰
本
梓
の
王
の

一
一
一
年
も
西
暦
で
は
五
三

O
年
に
当
た
る
庚
成
年
か
ら
西
暦
で
は
五
二
七
年
に
当
た
る
丁
未
年
へ
と
繰
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

55巻3号

乙
卯
年
。
お
そ
ら
く
は
通
常
の
暦
年
よ
り
一
年
遅
れ
た
顕
頂
暦
に
よ
る
暦
年
で
あ
る
。
従
っ
て
通
常
の
干
支
年
で
は
丙
辰
の
年
に
当

た
り
、
西
暦
で
は
五
三
六
年
に
換
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

士、
υ
圭
二
日

甲
辰
年
と
丁
未
年
。
お
そ
ら
く
は
通
常
の
暦
年
よ
り
一
年
遅
れ
た
顧
項
暦
に
よ
る
暦
年
で
あ
る
。
従
っ
て
通
常
の
干
支
年
で
は
乙
巳

と
戊
申
の
年
に
当
た
り
、
西
暦
で
は
五
八
五
年
と
五
八
八
年
に
換
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
後
の
干
支
年
と
西
暦
年
と
を
対
照
し
て

置
く
。
右
側
の
干
支
は
元
嘉
暦
の
暦
年
で
あ
り
、
左
側
の
干
支
は
顕
頂
暦
の
暦
年
で
あ
る
。

雑
;=. 
寸ー法

(
乙
巳

丙
午
)

(
戊
申

戊
子

(
己
丑
)

甲
辰

丁
未

己
酉

庚
戊

辛
亥

壬
子

発
丑

戸

五
八
四

五
八
五

五
八
六

五
八
七

五
八
八

五
八
九

六
二
八

五
九

O

五
九

五
九

五
九
三

六
二
九

神

甲
辰

丁
未

戊
子

壬
子
年
。
こ
れ
は
通
常
の
元
嘉
暦
に
よ
る
暦
年
で
あ
る
。
崇
峻
記
に
は
崇
峻
帝
の
在
位
年
数
が
「
四
歳
」
と
あ
る
が
、
丁
未
年
と
壬

子
年
の
聞
に
は
丸
四
年
が
挟
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
暦
年
が
同
一
の
暦
法
に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
崇
峻
帝
の
在
位
年

数
は
五
年
と
な
り
、
計
算
が
合
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。

戊
子
年
。
お
そ
ら
く
は
通
常
の
暦
年
よ
り
一
年
遅
れ
た
顕
頂
暦
に
よ
る
暦
年
で
あ
る
。
従
っ
て
通
常
の
干
支
年
で
は
己
丑
の
年
に
当



た
り
、
西
暦
で
は
六
二
九
年
に
換
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
衰
本
梓
の
王
か
ら
推
古
女
帝
ま
で
の
帝
王
の
在
位
年
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
但
し
、
先
帝
の
死
去
年
の
翌
年
を
新
帝
の
即
位
元
年
と
し
た
数
字
で
あ
る
が
、
敏
達
帝
だ
け
は
例
外
で
あ
る
)
。

哀
本
梓
王

金
日

王

押
盾

王

異称日本伝注釈(宋書編)

欽
明

戸乙
巾

敏
達

戸;z:;
巾

用
明

戸空手
巾

峻

戸当三
巾

推
古

戸ど
巾

崩
年
干
支

五
一

0
1
五
三
四

在
位

二
五
年

顕
頂
暦
の
暦
年
で
あ
ろ
う
。

顧
頭
暦
の
暦
年
で
あ
ろ
う
。

顧
頭
暦
の
暦
年
で
あ
ろ
う
。

元
嘉
暦
の
暦
年
で
あ
る
。

崎
駅
頭
暦
の
暦
年
で
あ
ろ
う
。

上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
に
見
え
る
干
支
や
年
令
の
う
ち
顕
頂
暦
に
基
づ
く
と
推
算
さ
れ
る
事
例
を
次
に
書
き
抜
い
て
お
く
。
ま
ず
法
隆

五
三
五

1
五
三
六

乙
卯
年

寺
金
堂
薬
師
坐
像
の
光
背
銘
を
引
用
し
た
箇
所
に
見
え
る
次
の
干
支
年
は
棋
頑
暦
に
基
づ
く
と
推
算
さ
れ
る
。

歳
次
丙
午
年
。

歳
次
丁
卯
年
。

59 

二
年

五
三
七

1
五
四
O

四
年

五
四
一

i
五
七
二

在
位

三
二
年

五
七
二

1
五
八
五

十
四
年

甲
辰
年

五
八
六

1
五
八
八

二
年

丁
未
年

五
八
九

i
五
九
二

四
年

壬
子
年

五
九
三

i
六
二
九

戊
子
年

三
七
年

用
明
帝
の
二
年
に
当
た
る
、
五
八
七
年
で
あ
り
、
現
行
の
干
支
に
よ
れ
ば
丁
未
年
で
あ
る
。

推
古
帝
の
十
六
年
に
当
た
る
六
O
八
年
で
あ
り
、
現
行
の
干
支
に
よ
れ
ば
戊
辰
年
で
あ
る
。



60 

ま
た
末
尾
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
治
世
年
数
の
注
に
出
現
す
る
次
の
干
支
年
も
又
顕
頂
暦
に
基
づ
く
と
推
算
さ
れ
る
。

丁
未
年
四
月
崩

戊
子
年
三
月
崩

少池
治遠
回天
天皇
皇治
治天
天下
下三
fit 年
六の
年注2
の)

Y王互

55巻3号

つ
い
で
に
元
興
寺
伽
藍
縁
起
に
見
え
る
干
支
年
が
依
拠
す
る
暦
法
を
推
定
し
て
置
く
。
推
古
帝
よ
り
以
前
の
干
支
年
は
殆
ど
が
顧
頑

暦
に
拠
る
暦
年
と
推
定
さ
れ
る
。
*
印
を
付
し
た
干
支
は
元
嘉
暦
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
(
括
弧
内
の
干
支
は
推
定
に
よ
り
補
充
し
た

も
の
で
あ
る
)
。
前
半
で
用
い
ら
れ
た
元
嘉
暦
に
拠
る
干
支
年
は
百
済
の
暦
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

ロ志雑

己
丑
年

~ 

ナ

庚
寅
年

法

辛
卯
年

(
壬
辰
年
)

戸神

辛
丑
年

壬
寅
年

*
発
卯
年

発
卯
年

*
乙
巳
年

(
乙
巳
年
)

欽
明
帝
の
三

O
年

欽
明
帝
の
一
三
年

敏
達
帝
の
元
年

敏
達
帝
の
二
年

敏
達
帝
の
十
一
年

敏
達
帝
の
十
二
年

敏
達
帝
の
十
二
年

敏
達
帝
の
十
三
年

敏
達
帝
の
十
四
年

用
明
帝
の
一
冗
年

五
七

O
年

五
七
一
年

五
七
二
年

五
七
三
年

五
八
二
年

五
八
三
年

五
八
三
年

五
八
四
年

五
八
五
年

五
八
六
年

該
当
す
る
記
事
の
位
置

欽
明
紀
一
二
一
年
庚
寅
(
五
七

O
)
年

欽
明
紀
二
三
年
辛
卯
(
五
七
二
年

元
年
壬
辰
(
五
七
二
)
年

敏
達
紀

敏
達
紀
十
三
年
甲
辰
(
五
八
四
)
年

敏
達
紀
十
四
年
乙
巳
(
五
八
五
)
年

用
明
紀

元
年
丙
午
(
五
八
六
)
年



*
丁
未
年

(
丁
未
年
)

戊
申
年

己
酉
年

庚
戊
年

(
辛
亥
年
)

(
壬
子
年
)
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荏
〈
*
寅
年

笑
丑
年

(
*
乙
卯
年
)

*
丙
辰
年

*
乙
丑
年

*
戊
辰
年

*
己
巳
年

*
発
酉
年

*
辛
亥
年

用
明
帝
の
二
年

用
明
帝
の
三
年

崇
峻
帝
の
元
年

崇
峻
帝
の
二
年

崇
峻
帝
の
三
年

崇
峻
帝
の
四
年

推
古
帝
の
元
年

推
古
帝
の
二
年

推
古
帝
の
二
年

推
古
帝
の
三
年

推
古
帝
の
四
年

推
古
帝
の
十
三
年

推
古
帝
の
十
六
年

推
古
帝
の
十
七
年

推
古
帝
の
一
二
年

白
雑
二
年

五
八
七
年

五
八
八
年

五
八
九
年

五
九
O
年

五
九
一
年

五
九
二
年

五
九
三
年

五
九
四
年

五
九
四
年

五
九
五
年

五
九
六
年

六
O
五
年

六
O
八
年

六
O
九
年

六
二
二
年

六
五
一
年

崇
峻
即
位
前
紀
六
月

崇
峻
紀

崇
峻
紀

崇
峻
紀

推
古
紀

推
古
紀

元
年
戊
申
(
五
八
八
)
年

三
年
庚
戊
(
五
九
O
)
年

五
年
壬
子
(
五
九
二
)
年

元
年
発
丑
(
五
九
三
)
年

四
年
丙
辰
(
五
九
六
)
年

推
古
紀
十
三
年
乙
丑
(
六
O
五
)
年

推
古
紀
十
六
年
戊
辰
(
六
O
八
)
年

推
古
紀
十
四
年
丙
寅
(
六
O
六
)
年
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発
卯
の
年
が
重
複
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
街
字
や
重
出
で
は
な
く
て
、
異
な
る
暦
法
に
基
づ
く
干
支
年
を
使
い
分
け
た
記
述
で
あ

る
。
ま
た
笑
寅
の
年
と
あ
る
が
、
推
古
帝
の
二
年
に
当
た
る
西
暦
の
五
九
四
年
を
表
す
笑
丑
と
甲
寅
と
い
う
異
な
る
暦
法
に
基
づ
く
二
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種
類
の
干
支
を
合
成
し
た
発
十
寅
H

発
寅
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
発
寅
と
い
う
干
支
年
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
は
間

違
い
で
は
有
り
得
な
い
。
間
違
い
で
は
な
く
て
、
以
前
は
顕
頭
暦
に
拠
る
暦
年
が
用
い
ら
れ
、
翌
年
以
降
は
元
嘉
暦
に
よ
る
暦
年
が
用

55巻3号

い
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
符
牒
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
仏
法
伝
来
の
年
を
欽
明
帝
の
七
年
に
当
た
る
戊
午
年
と
す
る
が
、
こ
れ
は
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
に
従
っ
た
干
支
年
で
あ
り
、
西

暦
で
は
五
=
二
年
に
換
算
さ
れ
る
辛
亥
年
の
翌
年
で
あ
る
西
暦
で
は
五
三
二
年
に
換
算
さ
れ
る
壬
子
年
を
元
年
と
す
る
数
え
方
に
よ
る

七
年
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
れ
ば
、
古
事
記
に
見
る
崩
年
干
支
の
う
ち
末
尾
の
部
分
の
干
支
年
の
多
く
が
顕
頭
暦
に
拠
る
暦
年
で
あ
る
こ
と
も
明
ら

(ロ)

か
で
あ
る
。

誌

も
っ
と
も
推
古
記
に
付
さ
れ
た
分
注
の
う
ち
「
発
丑
日
」
の
部
分
は
、
太
安
万
侶
の
手
に
な
る
も
と
も
と
の
注
に
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
、
推
古
紀
三
六
年
三
月
条
を
出
典
と
す
る
後
世
の
追
記
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
崩
御
の
月
日
に
つ
い
て
の
記
紀
の
日
付
の
違

い
が
何
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
探
求
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

雑
;=. 
ナ法戸神

(
2
)
 

「
古
事
記
年
紀
考
」
「
全
集
』
所
収
。
笠
井
一
九
七
三
『
研
究
史
倭
の
五
王
」
吉
川
弘
文
館
。
六
二

1
六
四
頁
。

水
野
一
九
五
四
「
増
訂
日
本
古
代
王
朝
史
論
序
説
』
小
宮
山
書
庖
(
初
版
一
九
五
二
)

津
田
一
九
六
六
「
全
集
』
別
巻
第
一
、
一
二
一
二
頁
。
な
お
高
城
二
0
0
0

、
四
八
1
四
九
頁
参
照
。

高
城
二
0
0
0

『
紀
年
を
解
読
す
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

(
1
)
 

ザ官一人九一

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

蓮
沼
二
0
0

一
a
「
邪
馬
台
国
論
争
の
新
展
開
」
神
戸
法
学
年
報
第
一
六
号
(
二
0
0
0
)

蓮
沼
二
0
0

一b
「
継
体
紀
の
成
立
事
情
」
神
戸
法
学
雑
誌
五
一
巻
三
号
(
一
二
月
号
)
。

(
6
)
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(7) 

推
古
帝
の
治
世
年
数
で
あ
る
三
十
六
年
は
、
「
倉
橋
天
皇
」
の
崩
年
の
干
支
で
あ
る
「
壬
午
年
」
と
推
古
女
帝
の
崩
年
で
あ

る
「
戊
子
年
」
と
を
基
に
そ
こ
か
ら
逆
算
さ
れ
た
数
字
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
近
江
天
皇
が
「
乙
巳
年
」
に
「
生
廿

こ
す
な
わ
ち
生
後
「
廿
こ
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
記
録
の
残
存
し
た
箇
所
と
推
測
さ
れ

る
。
古
記
録
に
は
お
そ
ら
く
は
顕
頂
暦
に
基
づ
き
「
乙
巳
年
生
廿
こ
と
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(
8
)
 

天
寿
国
国
史
陀
羅
繍
帳
に
縫
い
込
ま
れ
た
文
字
の
記
録
を
引
用
し
た
箇
所
に
は
「
明
年
二
月
廿
二
日
甲
戊
夜
半
、
太
子
崩
」
と

あ
り
、
聖
徳
太
子
の
命
日
つ
ま
り
死
去
し
た
日
付
は
「
歳
在
辛
巳
」
の
翌
年
で
あ
る
西
暦
で
は
六
二
二
年
に
当
た
る
壬
午
年
の

「
二
月
廿
二
日
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
釈
迦
三
尊
像
光
背
銘
に
も
「
法
興
元
舟
一
年
歳
次
辛
巳
:
・
明
年
:
・
二
月
二
十
一

日
発
酉
王
后
即
世
。
翌
日
法
王
登
遺
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
推
古
紀
に
は
前
年
で
あ
る
辛
巳
年
に
当
た
る
推
古
二
九
年
の
「
春
二
月
己
丑
朔
発
巳
」
つ
ま
り
二
月
五
日
に
死
去

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
書
紀
の
編
者
の
手
に
な
る
編
集
の
痕
跡
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。
編
者
は
お
そ
ら
く
は
聖

(
9
)
 

徳
太
子
は
推
古
女
帝
の
死
去
し
た
年
の
七
年
前
に
死
去
し
た
と
い
っ
た
伝
承
の
知
識
に
基
づ
い
て
、
西
暦
で
は
六
二
八
年
に
換

算
さ
れ
る
推
古
紀
三
六
年
に
当
た
る
戊
子
年
か
ら
数
え
て
七
年
前
の
西
暦
で
は
六
二
一
年
に
換
算
さ
れ
る
辛
巳
年
に
太
子
の
死

去
の
記
事
を
繋
年
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
推
古
女
帝
の
崩
御
年
の
干
支
で
あ
る
「
戊
子
年
」
は
も
と
も
と
は
領
頑
暦
に
基

づ
く
暦
年
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
書
紀
の
編
者
が
こ
れ
を
元
嘉
暦
に
よ
る
暦
年
で
あ
る
と
錯
覚
し
て
、
西
暦
で
は

六
二
九
年
に
換
算
さ
れ
る
元
嘉
暦
に
よ
れ
ば
己
丑
年
に
当
た
る
年
に
推
古
帝
が
死
去
し
た
と
い
う
史
実
を
、
前
年
の
出
来
事
と

し
て
編
集
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
太
子
の
死
去
年
も
一
年
湖
る
こ
と
と
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
前
年
の
二
月
に
は
「
甲
戊
」

の
日
が
な
い
た
め
、
「
五
日
」
と
い
う
新
し
い
日
付
を
考
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
寺
社
縁
起
』
日
本
思
想
大
系
二

O
、
岩
波
書
庖
、
一
九
七
五
。
所
収

元
興
寺
伽
藍
縁
起
に
引
く
丈
六
釈
迦
像
の
光
背
銘
に
は
「
明
く
る
年
・
:
の
四
月
八
日
・
:
畢
寛
へ
て
元
興
寺
に
坐
せ
ま
つ
り

(
日
)
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)

き
」
と
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
も
と
も
と
は
推
古
女
帝
の
「
十
三
年
四
月
八
日
」
云
々
の
記
事
に
続
い
て
「
明
く
る
年
の
四
月

八
日
畢
寛
へ
て
元
興
寺
に
坐
せ
ま
つ
り
き
」
と
古
い
記
録
に
あ
っ
た
も
の
で
、
後
に
「
歳
次
戊
辰
」
云
々
の
記
事
が
間
違
っ
て

聞
に
挿
入
さ
れ
た
た
め
に
錯
簡
が
生
じ
て
か
ら
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
「
己
巳
」
と
い
う
暦
年
や
「
甲
辰
」
と
い
う
暦
日
を
表
す

干
支
が
新
た
に
書
き
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
箇
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。

蓮
沼
ニ
0
0

一b

注
辺
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
居
宣
長
に
よ
っ
て
い
わ
ば
封
印
さ
れ
た
崩
御
年
の
干
支
を
再
び
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
復
古
国
学
の
限

界
を
突
き
抜
け
て
、
上
古
史
の
新
研
究
に
向
か
う
道
が
拓
か
れ
る
。
こ
う
し
て
記
紀
史
学
の
扉
が
聞
か
れ
、
記
紀
神
学
か
ら
記

紀
史
学
を
分
離
独
立
さ
せ
る
動
き
を
加
速
す
る
こ
と
が
出
来
る
に
至
る
。
記
紀
史
学
の
独
立
は
逆
に
言
え
ば
記
紀
神
学
の
純
化

を
帰
結
す
る
新
し
い
発
展
で
あ
る
。
記
紀
神
学
の
純
化
は
津
和
野
本
学
を
継
承
し
更
に
発
展
さ
せ
る
企
て
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

記
紀
史
学
の
独
立
は
記
紀
本
学
の
成
立
を
誘
う
出
来
事
で
あ
る
。
記
紀
本
学
は
汲
め
ど
も
尽
き
な
い
「
日
本
」
精
神
の
源
流

を
探
り
当
て
る
企
て
で
あ
る
。
こ
う
し
た
企
て
を
介
し
て
復
古
国
学
に
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
精
神
世
界
の
探
検
が
可
能
と

な
る
。
記
紀
に
伝
え
る
神
話
や
伝
説
を
そ
の
生
成
の
歴
史
的
な
文
脈
に
一
先
ず
置
き
戻
し
て
、
神
話
や
伝
説
の
中
に
豊
鏡
な
意

味
を
探
る
営
み
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
は
精
神
世
界
の
探
検
に
お
け
る
一
の
飛
躍
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

復
古
国
学
へ
の
批
判
は
、
「
日
本
」
精
神
の
生
育
し
た
悠
久
の
過
去
を
照
射
し
探
る
試
み
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
復
古

国
学
の
批
判
は
当
面
す
る
時
代
の
課
題
を
映
し
出
す
鏡
で
も
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
第
九
条
の
明
文
と
自
衛
隊
の
存
続
と
い
う

実
態
の
議
離
は
著
し
い
が
、
こ
う
し
た
議
離
を
埋
め
る
試
み
に
は
復
古
国
学
の
虚
妄
が
避
け
難
く
纏
わ
り
付
き
、
問
題
解
決
の

前
途
を
塞
ぐ
こ
と
と
な
る
。
「
天
皇
ハ
陸
海
軍
ヲ
統
帥
ス
」
と
い
っ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
の
第
十
一
条
の
起
草
に
当
た
っ
て
、

そ
の
前
提
に
復
古
国
学
の
描
い
た
虚
妄
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
余
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
現
行
憲
法
の
第
九
条
が
こ
う
し
た

(ロ)
規
定
に
対
す
る
い
わ
ば
歴
史
的
な
反
動
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
又
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
条
文
憲
法
と
実
効
憲
法
の
話
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離
を
埋
め
る
試
み
に
挑
戦
す
る
者
は
復
古
国
学
の
虚
妄
に
否
応
無
く
直
面
す
る
は
め
と
な
る
。

こ
う
し
た
試
み
の
一
例
を
付
録
に
掲
げ
て
置
く
。
復
古
国
学
へ
の
根
本
的
な
批
判
と
復
古
田
学
の
鬼
子
と
も
い
う
べ
き
講
座

派
史
学
の
階
級
性
格
の
暴
露
な
く
し
て
、
良
く
こ
う
し
た
試
み
に
挑
戦
す
る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
相
談
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に

付
言
し
て
置
き
た
い
。

(
日
)

金
目
玉
の
崩
御
年
の
干
支
が
、
あ
る
い
は
領
頭
暦
に
拠
る
暦
日
で
は
な
い
か
と
、
思
い
付
い
た
日
は
三
月
二
一
日
(
土
)
で

あ
る
。
も
と
も
と
古
事
記
の
最
後
の
部
分
の
暦
日
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
原
稿
で
は
扱
う
積
も
り
も
予
定
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
「
残
さ
れ
た
崩
御
年
の
干
支
に
つ
い
て
」
と
い
う
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
に
連
ら
れ
て
、
古
事
記
の
お
終
い
の
部
分
を
見
た

の
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
こ
の
間
題
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
は
御
真
木
入
日
子
の
崩
御
年
と
若
建

と
裳
本
梓
の
崩
御
年
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
一
時
的
に
設
定
し
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
、
そ

れ
ま
で
念
頭
に
無
か
っ
た
、
金
目
玉
よ
り
後
の
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
仕
舞
っ
た
次
第
で
あ
る
。
調
べ
始
め
た
の

は
三
月
一
一
日
で
あ
る
が
、
推
古
女
帝
の
分
注
に
見
え
る
「
戊
子
年
三
月
十
五
日
発
丑
崩
」
と
い
う
日
付
の
う
ち
「
発
丑
」

の

箇
所
が
気
に
な
り
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
「
笑
丑
」
と
い
う
日
付
の
干
支
は
頼
頂
暦
に
拠
る
干
支
で
は
あ
る
ま
い
か
と
ハ
ッ

と
思
っ
て
、
友
田
吉
之
助
の
公
式
を
用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
は
な
ら
な
い
結
果
が
出
た
の
で
、
こ
の
仮
説
は
成
り
立

た
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
考
え
直
し
た
結
果
、
崇
峻
記
の
「
四
歳
」

U
よ
と
せ
と
い
う
在
位
年
数
と
用
明
記
と

崇
峻
記
に
見
ら
れ
る
「
丁
未
」
と
「
壬
子
」
と
い
う
崩
御
年
の
干
支
の
間
の
年
数
で
あ
る
五
年
と
の
一
年
の
擦
れ
に
つ
い
て
、

こ
の
一
年
の
差
異
は
棋
頑
暦
と
元
嘉
暦
と
の
併
用
と
い
う
事
態
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
に
違
い
な
い
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

安
閑
記
と
敏
達
記
と
用
明
記
と
推
古
記
の
分
注
に
見
え
る
崩
御
年
の
干
支
は
顕
頑
暦
に
拠
る
暦
年
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に

か
く
て
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。
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付
録

十
年
以
内
に
実
現
で
き
る
憲
法
改
正
に
つ
い
て
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立
憲
主
義
を
堅
持
し
、
日
本
国
憲
法
の
三
大
原
則
を
擁
護
す
る
立
場
に
立
っ
て
議
論
を
行
う
。

実
現
可
能
性
を
最
大
の
評
価
尺
度
に
据
え
て
立
論
の
優
劣
を
論
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
面
改
正
か
一
部
改
正
か
。
こ
れ
が
第
一
の
論
点
で
あ
る
。

近
代
日
本
の
歴
史
の
中
で
は
憲
法
典
を
一
部
改
正
し
た
実
績
は
な
い
。
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
難
し
い
が
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
先

駆
的
な
試
み
で
あ
る
。

ロ志雑

一
部
改
正
の
困
難
な
理
由
を
確
認
し
て
置
こ
う
。
憲
法
改
正
案
を
作
成
す
る
際
に
は
、
改
正
の
対
象
と
す
る
条
文
の
範
囲
を
確
定
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
条
文
の
範
囲
を
絞
り
込
む
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
。
意
見
が
四
分
五
裂
し
が
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
信
念
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
が
発
生
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
集
中
が
困
難
に
な
る
。
挙
げ
句
の

果
て
は
足
の
引
っ
張
り
合
い
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
な
る
と
空
中
分
解
の
危
機
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
難
い
。
結
末
は
改
正
に
ま
で

た
ど
り
着
け
ず
に
、
現
行
憲
法
の
護
持
に
帰
着
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
で
は
結
果
か
ら
見
る
限
り
護
憲
派
と
同
じ
立
場
に
な
っ
て
し

ま
う
。
熱
心
な
憲
法
改
正
派
ほ
ど
究
極
の
護
憲
派
に
な
り
や
す
い
と
い
う
逆
説
が
発
生
す
る
。
こ
う
し
た
逆
説
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

;ll4 

寸ー法戸神

り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
い
っ
そ
全
面
改
正
を
目
指
す
方
が
早
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
全
面
改
正
に
は
別
の

困
難
が
待
ち
構
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

全
面
改
正
の
困
難
な
理
由
を
確
認
し
て
置
こ
う
。
全
面
改
正
に
は
先
例
が
あ
る
。
現
行
憲
法
の
制
定
は
そ
の
例
で
あ
る
し
、
大
日
本



帝
国
憲
法
の
制
定
も
全
面
改
正
の
別
の
例
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
は
幕
末
維
新
の
歴
史
変
動
の
到
達
点
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
部
だ
け
明
文
化
さ
れ
た
不
文
の
国
憲
が
江
戸
時
代
に
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
そ
れ
が
全
面
改
正
の
産
物
で
あ

る
こ
と
は
蹄
に
落
ち
る
。
現
行
憲
法
も
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
の
産
物
で
あ
る
。
要
す
る
に
憲
法
典
の
全
面
改
正
は
大
規
模
な
社
会
変
動
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の
際
に
し
か
実
行
で
き
な
い
一
大
事
業
で
あ
る
。
従
っ
て
全
面
改
正
を
目
指
し
て
も
全
面
改
正
を
行
う
機
会
は
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
や
っ

て
来
な
い
の
が
落
ち
で
あ
る
。
向
こ
う
数
十
年
間
に
つ
い
て
言
え
ば
、
財
政
再
建
が
軌
道
に
乗
ら
な
い
場
合
に
は
遠
か
ら
ず
悪
性
イ
ン

フ
レ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
う
し
た
悪
性
イ
ン
フ
レ
へ
の
対
応
に
失
敗
し
て
社
会
混
乱
が
発
生
し
た
時
だ
け
、
そ
う
し
た

状
況
す
な
わ
ち
大
規
模
な
社
会
変
動
が
発
生
し
そ
れ
に
伴
い
憲
法
典
の
全
面
改
正
を
行
う
機
会
が
訪
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
悪
性
イ
ン

フ
レ
が
今
後
十
数
年
の
内
に
到
来
す
る
可
能
性
は
結
構
高
い
と
見
る
が
、
広
域
府
県
制
い
わ
ゆ
る
道
州
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
早
期
に

悪
性
イ
ン
フ
レ
を
収
拾
す
る
見
込
み
が
高
い
の
で
、
社
会
混
乱
に
は
至
ら
な
い
。
社
会
混
乱
を
伴
わ
ず
に
済
む
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は

日
本
社
会
に
暮
ら
す
普
通
の
人
々
に
は
幸
運
な
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
国
憲
法
の
全
面
改
正
を
目
指
す
熱
心
な
改
憲
論
者
に
は
不
運
な

情
況
で
あ
る
。
全
面
改
正
派
は
早
晩
頭
打
ち
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
実
現
可
能
性
の
高
い
選
択
肢
を
選
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
部
分
改
正
に
向
か
う
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
も
初
め
て
の
実
験
で
あ
る
か
ら
、
改
正
点
を
最
小
に
絞
り
込
む
こ
と
と
す
る
。

具
体
的
に
は
次
の
三
項
目
の
提
案
を
行
う
。

第
九
条
の
条
文
に
は
手
を
触
れ
ず
、
新
た
に
九
条
の
二
を
付
加
す
る
。

①
 

②
第
八
九
条
か
ら
「
教
育
」
の
二
字
を
削
除
す
る
。

③
第
九
六
条
に
定
め
る
憲
法
改
正
発
議
の
要
件
を
「
三
分
の
二
以
上
」
か
ら
「
五
分
の
三
以
上
」
に
変
更
す
る
。

以
上
が
提
案
の
内
容
で
あ
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。
項
目
の
②
に
は
軽
く
触
れ
る
だ
け
と
す
る
。
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① 
第
九
条
の

第
九
条
の
条
文
に
は
手
を
触
れ
ず
、
新
た
に
九
条
の
二
を
付
加
す
る
。

次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
武
力
の
保
持
と
行
使
は
、
前
条
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
分
の
問
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
に
限
つ
て
は
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
国
の
領
土
を
保
全
し
、
日
本
国
民
の
安
全
を
保
障
す
る
、
専
ら
防
衛
的
な
活
動
に
従
事
す
る
た
め
。

国
際
連
合
憲
章
の
定
め
に
従
っ
て
、
安
全
保
障
理
事
会
の
指
揮
の
下
に
行
わ
れ
る
国
際
の
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
活
動

55巻3号

に
参
加
す
る
た
め
。

国
際
の
平
和
を
希
求
す
る
諸
国
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
条
約
の
定
め
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
、
集
団
的
な
安
全
保
障
の
活

動
に
参
加
す
る
た
め
)
。

第
九
条
の
本
文
に
手
を
触
れ
な
け
れ
ば
、
国
際
社
会
の
一
部
に
わ
だ
か
ま
る
軍
国
主
義
の
復
活
と
い
う
猪
疑
心
を
煽
り
立
て
ず
に
済

む
。
現
在
進
行
中
の
国
連
改
革
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
国
際
世
論
の
醸
成
が
図
れ
、
こ
う
し
て
平
穏
無
事
な
国
際
環
境
を
維
持
で
き

る
見
込
み
が
高
ま
る
。

与十一

υ
三回雑

且A

十法

要
す
る
に
第
九
条
に
手
を
触
れ
ず
に
置
け
ば
、
国
連
改
草
の
環
境
が
整
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
目
下
進
行
中
の
国

連
安
保
理
の
改
革
に
つ
い
て
補
論
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

戸神

G

4
案
に
評
価
を
下
し
て
置
こ
う
。
こ
れ
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
と
日
本
が
常
任
理
事
国
の
候
補
と
し
て
広
く
国
際
社
会
に

認
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
前
進
し
た
。
韓
国
や
中
国
の
強
い
反
対
が
な
に
よ
り
も
雄
弁
に
こ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

G

4
案
は
そ

の
歴
史
的
な
使
命
を
見
事
に
果
た
し
終
え
た
。
外
務
省
関
係
者
の
努
力
を
讃
え
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
更
な
る
前
進
と
飛
躍
を
呼
び
か
け

屯

F

-

、a
n
u

J
人

i
v実
現
可
能
な
改
革
案
を
続
い
て
提
示
し
て
置
く
。
基
本
の
考
え
は

G
4
と
コ
ー
ヒ
ー
倶
楽
部
の
案
を
足
し
て
二
で
割
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。



②①  

常
任
理
事
国
を
一
一
つ
増
設
す
る
。
一
ず
一
口
う
ま
で
も
な
く
イ
ン
ド
と
日
本
が
有
力
候
補
で
あ
る
。

準
常
任
理
事
国
を
三
な
い
し
四
新
設
す
る
。

準
常
任
理
事
国
は
地
域
代
表
で
あ
る
。
任
期
は
五
年
と
し
、
再
任
を
認
め
る
。

英
仏
を
除
く
E
U
加
盟
国
か
ら
一
国
、

A
U
加
盟
国
か
ら
一
な
い
し
二
回
、
ま
た
中
南
米
諸
国
か
ら
一
国
を
互
選
に
よ
り
選

出
す
る
。
(
将
来
は
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
も
一
国
を
選
出
す
る
余
地
を
残
す
)
。

非
常
任
理
事
国
の
数
や
選
出
方
法
は
現
行
通
り
と
す
る
。

配
分
の
目
安
は
ア
フ
リ
カ

3
、
中
南
米
2
、
そ
の
他

5
と
す
る
。

③ 

異称日本伝注釈(宋書編)

次
の
一
手
は
何
か
。

G

4
か
ら
G

5
へ
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

G

5
提
案
の
骨
子
は
次
の
通
り
。

常
任
理
事
国
を
こ
な
い
し
三
増
設
す
る
。
ド
イ
ツ
や

A
U
と
共
同
歩
調
を
取
る
に
は
含
み
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
こ
な
い
し

三
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

準
常
任
理
事
国
を
こ
か
ら
五
く
ら
い
新
設
す
る
。
準
常
任
理
事
国
は
地
域
代
表
と
す
る
。
五
年
任
期
で
再
任
を
認
め
る
。

E
U
や
A
U

ま
た
中
南
米
諸
国
が
地
域
代
表
の
候
補
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

A
U
か
ら
は
二
国
の
地
域
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
も
考
慮
に
値
す
る
。

非
常
任
理
事
国
の
数
や
選
出
方
法
は
現
行
通
り
と
す
る
。

69 

こ
こ
で
脇
道
で
あ
る
国
連
改
革
か
ら
主
題
で
あ
る
憲
法
改
正
に
話
を
戻
そ
う
。
第
九
条
の
二
を
付
加
す
る
と
い
う
提
案
を
行
え
ば
別

の
利
点
も
あ
る
。
国
内
に
お
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
号
の
専
守
防
衛
と
第
二
号
の
国
連
軍
参
加
に
加
え
て
第
三
号

の
集
団
的
な
自
衛
権
の
行
使
を
含
め
る
か
否
か
を
存
分
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
現
行
憲
法
の
大
枠
を
変
え
る
事
な
く
、
第
三

号
を
追
加
し
た
り
削
除
し
た
り
す
る
た
め
の
国
民
投
票
を
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
民
主
党
や
公
明
党
に
は
参

考
に
な
る
筈
で
あ
る
。
民
主
党
や
公
明
党
の
内
部
で
行
わ
れ
る
憲
法
改
正
案
の
内
容
を
巡
る
議
論
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
の
原
案
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を
作
成
す
る
際
に
論
点
の
明
断
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
原
案
の
早
期
の
作
成
に
大
幅
に
資
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

民
主
党
の
新
し
い
代
表
と
な
っ
た
前
原
さ
ん
は
集
団
的
な
自
衛
権
を
必
要
と
考
え
る
タ
カ
派
つ
ま
り
決
断
派
と
聞
い
て
い
る
が
、
民
主

党
内
に
は
集
団
的
な
自
衛
権
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
ハ
ト
派
つ
ま
り
融
和
派
の
勢
力
も
結
構
強
い
の
で
、
来
年
夏
に
行
わ
れ

る
民
主
党
の
代
表
選
挙
の
際
に
、
第
九
条
の
二
に
つ
い
て
第
二
号
ま
で
と
す
る
か
第
三
号
を
も
含
め
る
と
す
る
か
と
い
う
論
点
を
巡
っ

て
、
論
戦
を
戦
わ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
代
表
選
挙
を
対
立
す
る
公
約
の
選
択
と
い
う
形
で
遂
行
出
来
て
、
議
論
も

55巻3号

深
ま
る
し
、
政
治
選
択
の
幅
も
広
が
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

次
に
三
項
目
の
二
番
目
の
項
目
に
つ
い
て
極
く
手
短
に
一
言
だ
け
説
明
す
る
。

②
第
八
九
条
か
ら
「
教
育
」
の
二
字
を
削
除
す
る
。

教
育
関
係
者
の
賛
同
を
取
り
付
け
や
す
く
す
る
わ
け
で
あ
る
。
憲
法
学
者
以
外
の
大
学
関
係
者
を
味
方
に
引
き
付
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
改
正
運
動
に
弾
み
が
付
き
事
が
円
滑
に
運
ぶ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

同意雑
旦ん
寸ー

次
に
三
項
目
の
三
番
目
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

③
第
九
六
条
に
定
め
る
憲
法
改
正
発
議
の
要
件
を
「
三
分
の
二
以
上
」
か
ら
「
五
分
の
三
以
上
」
に
変
更
す
る
。

基
本
法
は
通
常
の
法
律
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
通
常
の
法
律
に
優
越
し
た
法
規
で
あ
る
。
成
立
の
要
件
が
発
議
と
国
民
投
票
共
に
二

分
の
一
で
は
要
件
が
軽
す
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
憲
法
の
内
容
が
一
時
の
勢
い
や
気
ま
ぐ
れ
に
振
り
因
さ
れ
て
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
発
議
に
必
要
な
要
件
は
二
分
の
一
よ
り
も
重
く
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
憲
法

の
柔
軟
な
運
用
を
妨
げ
る
厳
格
な
要
件
は
憲
法
の
深
化
や
発
展
を
阻
む
桂
桔
と
な
る
。
現
行
憲
法
に
定
め
る
三
分
の
こ
は
こ
れ
ま
で
は

現
行
憲
法
の
定
着
に
効
果
的
で
あ
っ
た
が
、
現
時
点
に
お
い
て
国
民
の
聞
に
す
っ
か
り
憲
法
が
定
着
し
た
段
階
で
は
、
時
代
の
変
容
に

即
応
し
た
運
用
の
余
地
を
狭
め
る
過
剰
に
厳
格
な
要
件
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
一
点
突
破
全
面
展
開
と
い
う
戦
術
を
模
倣
す
る
。
憲
法
改
正
の
発
議
に
必
要
な
要
件
を
緩
和
し
て
置
け
ば
、
行
く
行
く
は
、

1去戸神



憲
法
改
正
が
円
滑
に
行
え
る
時
代
が
到
来
す
る
と
期
待
で
き
る
。
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
出
番
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
三
分
の
こ
と
二
分
の
一
の
間
で
ど
の
程
度
の
要
件
を
発
議
に
課
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

選
択
肢
は
次
の
公
式
で
与
え
ら
れ
る
。

n
/
2
nー
ー

2
/
3
 

7
/
日

8
/
日

1
/
2
 

9
/
げ

3
/
5
 
4
/
7
 
5
/
9
 
6
/
日
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こ
の
場
合
、
分
か
り
ゃ
す
い
と
い
う
点
で
は
五
分
の
三
が
圧
倒
的
に
優
れ
て
い
る
。

7
/
日
と
か

9
/
口
と
か
で
は
計
算
や
数
学
が

得
意
な
人
に
し
か
ピ
ン
と
来
な
い
。
計
算
や
数
学
が
苦
手
な
人
に
は
そ
の
理
解
を
越
え
た
数
値
に
な
っ
て
し
ま
う
。
五
分
の
三
な
ら
六

割
で
あ
る
し
六
O

%
で
も
あ
る
か
ら
誰
に
で
も
直
ぐ
分
か
る
分
か
り
ゃ
す
い
数
字
で
あ
る
。

以
上
三
項
目
の
改
正
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

国
民
投
票
は
三
点
セ
ッ
ト
で
行
う
。
三
点
セ
ッ
ト
と
い
う
の
は
三
項
目
を
同
時
に
別
々
に
取
り
上
げ
、
そ
の
賛
否
を
一
項
目
ご
と
に

国
民
に
問
う
と
い
う
投
票
の
や
り
方
の
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
全
体
の
全
面
改
正
案
で
あ
れ
ば
、

あ
る
が
、

一
括
し
て
賛
否
を
問
う
こ
と
も
適
当
で

一
部
改
正
の
場
合
に
は
改
正
点
ご
と
に
個
別
に
賛
否
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

実
際
に
は
五
年
以
内
に
実
現
を
図
る
。
次
の
参
議
院
選
に
は
間
に
合
わ
な
い
し
、
全
面
改
正
や
大
幅
改
正
の
場
合
に
は
独
立
の
国
民

一
部
改
正
の
場
合
に
は
国
政
選
挙
の
際
に
一
緒
に
国
民
投
票
を
行
う
方
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の

投
票
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

方
が
費
用
も
安
く
済
む
し
投
票
率
も
上
が
り
ゃ
す
い
か
ら
で
あ
る
。

憲
法
改
正
へ
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
素
案
を
提
出
し
て
置
く
。

二
O

O
六
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
国
民
投
票
法
を
成
立
さ
せ
る
。
国
民
投
票
法
の
制
定
は
既
に
政
治
日
程
に
入
っ
て
お
り
、
法
案

71 

の
成
立
は
確
実
な
情
勢
で
あ
る
。
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二
O

O
七
年
の
通
常
国
会
中
に
憲
法
調
査
会
に
お
い
て
現
行
憲
法
の
問
題
点
を
全
面
的
に
洗
い
出
す
。

全
国
会
議
員
か
ら
手
持
ち
の
憲
法
改
正
案
を
す
べ
て
提
出
し
て
貰
い
整
理
し
て
配
列
す
る
。
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
l
ミ
ン
グ
を

55巻3号

国
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
や
っ
て
頂
く
わ
け
で
す
。
そ
の
上
で
憲
法
改
正
意
見
集
成
と
で
も
い
う
べ
き
提
案
集
を
作
成
し
、

O
×
を
つ
け

る
。
ま
ず
全
面
改
正
案
と
部
分
改
正
案
に
分
け
て
整
理
し
、
部
分
改
正
案
を
更
に
章
ご
と
の
改
正
案
と
条
文
ご
と
の
改
正
案
に
大
き
く

二
分
し
て
、
各
章
各
条
ご
と
に
複
数
の
改
正
案
を
並
列
し
て
、
全
議
員
の
賛
否
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
形
で
点
検
す
る
。
そ
の
結
果
を

O
×
で
示
す
。
賛
成
が
二
分
の
一
に
達
し
な
い
案
に
は
×
を
付
け
る
。
賛
成
が
二
分
の
一
以
上
五
分
の
三
以
下
に
は
ム
を
つ
け
る
。
五

分
の
三
以
上
三
分
の
二
以
下
に
は

O
を
付
け
、
三
分
の
二
以
上
に
は

O
を
付
け
る
。
両
院
で
賛
成
数
が
ム
と

O
に
分
か
れ
た
場
合
に
は

口
を
付
け
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
上
で

O
と

O
だ
け
を
選
ん
で
議
論
の
対
象
と
し
、
外
は
議
論
を
棚
上
げ
し
て
提
案
を
棚
晒
し
に
す
る
。

五
分
の
三
に
憲
法
改
正
の
発
議
の
要
件
を
緩
和
し
た
場
合
に
、
成
立
の
見
込
み
の
あ
り
そ
う
な
改
正
提
案
を
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
い

て
、
国
民
投
票
の
た
め
に
参
考
資
料
と
し
て
提
出
す
る
わ
け
で
あ
る
。

国
会
の
閉
会
中
も
活
動
を
続
け
ら
れ
る
様
に
、
専
門
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
翌
年
の
通
常
国
会
に
調
査
結
果
を
報
告
す
る
も
の
と
す

る。

誌雑
;>:u. 

寸ー法戸

二
O

O
八
年
の
通
常
国
会
中
に
憲
法
調
査
会
に
お
い
て
、
当
面
の
必
要
に
応
じ
る
た
め
に
三
項
目
に
限
定
し
た
改
正
案
を
起
草
し
、

神

次
の
総
選
挙
の
際
に
憲
法
改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
を
実
行
す
る
と
い
う
与
野
党
の
合
意
を
締
結
す
る
。

二
O
O
九
年
の
通
常
国
会
中
に
憲
法
改
正
を
発
議
す
る
。
任
期
満
了
に
伴
う
(
な
い
し
は
任
期
満
了
寸
前
に
行
わ
れ
る
)
総
選
挙
の

際
に
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
国
民
投
票
を
実
施
す
る
。

憲
法
改
正
を
国
制
改
革
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
広
域
府
県
制
へ
の
飛
躍
が
歴
史
の
課
題
で
あ
る
。
当
面
は
郵
政

改
革
が
そ
の
突
破
口
に
な
り
う
る
。
郵
政
改
革
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
簡
保
は
縮
小
し
て
や
が
て
廃
止
す
る
。
郵
貯
は
縮
小
し
て

五
分
割
す
る
。
西
日
本
、
関
西
、
中
部
日
本
、
東
日
本
、
北
日
本
の
五
地
域
に
分
割
す
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
関
西
で
集
め
た
郵
便



貯
金
は
関
西
の
地
場
産
業
の
創
業
や
代
替
わ
り
創
業
に
資
金
を
提
供
す
る
と
い
う
資
金
の
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域
の
資
金
を
地
域
に

還
元
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

憲
法
改
正
の
発
議
は
こ
う
し
た
国
制
改
革
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
実
現
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
遷
都
も
別
の
課
題
で
あ
る
。
遷
都
を
実

現
す
る
秘
策
で
あ
る
臨
時
首
都
設
置
法
に
つ
い
て
は
別
稿
「
地
方
分
権
の
光
と
影
」
(
神
戸
法
学
年
報
第
初
号
)
で
論
じ
て
置
い
た
の

で
、
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

ご
清
聴
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
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